
L=3.99m

L=3.87m

L=3 .87 m

交差点
マーク

交差点
マーク

交差点
マーク

C 4.317

D 4.402

E 4.368

地元要望
Co舗装t=10㎝

地元要望
土留めCo

0.90

地元要望
Co舗装t=10㎝

4.50

4.12

区画1
186.60㎡
4.98

区画2
189.31㎡
5.05

区画3
190.08㎡
5.11

4.95

境界コンクリート⑥ L=18.05m 天高5.15 境界コンクリート⑧ L=16.98m 天高5.15

20.61㎡

区画5
250.15㎡
5.00

区画6
257.63㎡
5.11

区画7
242.73㎡
4.96

区画8
247.07㎡
5.01

下

下

既
存

防
火
水
槽

7.5m×
2.5m

建
築
基
準
法
1項
1号
道
路

市
道
入
領
東
西
線

下

VS側溝
300×600
L=27.48m

VS側溝
300×600
L=32.12m

水路底 4.15
管　底 4.35
通常水位2㎝

建築基準法外道路（農道）

農道

建築基準法外道路（農道）

水路

水
路

B 4.460

L型
側
溝
 L
=1
4.
90
mL 型

側
溝
 L=1 4. 84 m

i =0 .3 % L =3 3. 12m

境界コンクリート④ L=18.12m 天高5.15

境界コンクリート③ L=17.83m 天高5.15

境界コンクリート② L=17.52m 天高5.15

4.65

4.74
4.10

重
力
式
擁
壁
②
 L
=1
0.
62
m 
天
高
= 5
.1
5

重
力
式
擁
壁
③
 L
=1
0 .
32
m  
天
高
=5
. 1
5

重
力
式
擁
壁
①
 L
=8
.2
0m
 天
高
=5
.1
5

4.60

4.41

4.59

4.44

4.51

4.31

PR
Pφ
2 0
0  
0 .
2 2
%  
1 6
. 3
0

PRPφ200 0.22% 7.35

T21
TP=4.83

T10
TP=4.89

4.92

4.14
4.18 4.19

底4.24底4.22

4.74 4.744.74

重圧管φ200

φ
75
 H
IV
P

境界コンクリート⑤ L=4.95m 天高5.15

境界コンクリート⑦ L=4.95m 天高5.15

0.48

0 . 53

0 .61

1.2 0

1.0 2

1.05

1.16

ブロック天5.54
5.17 5.14 5.11 5.08

5.04

ブロック天5.55

4.89
4.84

4.83

4.94

4.904.83

重力式擁壁⑦ L=3.00m 天高=4.95～4.74

その他1

VS側溝
300×700 L=1.00m
底打ち4.21
（泥溜15㎝）

重圧管φ200
i=1.0%
L=1.18m

A 4.361

開発道路
532.83㎡

PEPφ40

ドレン吐出口は
グレーチング設置

ドレン管

重圧管φ200

既存道路構造物撤去

№1
4.83

№6
5.10

№7
4.95

i=0.1 % L= 16. 55 m
i=0 .7 % L=1 6. 78 m

i=0.3% L=23.00m

i=0. 3%  L= 16 .4 9m
i=0 .5 % L=1 7. 20 m

i=0.3% L=20.21m

道路擁壁① L=4.95m 天高5.15

道路擁壁② L=4.45m 天高4.95

№2
4.90

№3
5.00

№4
4.95

№5
4.98

4.
26

4.
27

4.
28

転落防止標識
分離帯標識B型

重力式擁壁⑤ L=18.05m 天高5.15 重力式擁壁⑥ L=18.26m 天高5.15

デリネーター

間詰コンクリート
L=0.39m

間詰コンクリート
L=0.34m

重圧管φ200
i=1.0% L=1.85m

重圧管φ200
i=1.0% L=1.79m

L=3.8 7m

L型側溝 L=43.92m
L型側溝 L=44.32m

既存道路構造物撤去

水路底 4.18
管　底 4.30
通常水位2㎝

VS側溝
300×800 L=1.00m
底打ち4.16
（泥溜15㎝）

i=0.3 % L=2 8. 48 m

水路底 4.19
管　底 4.35
通常水位2㎝

VS側溝
300×700 L=1.00m
底打ち4.21
（泥溜15㎝）

VS側溝
300×500
L=27.36m

i=0. 3%  L =28 .3 6m

PR
Pφ
20
0 
0.
3%
 9
.5
6

PRPφ200 0.3% 38.68

PRPφ
20 0 0.3 % 6. 32

P RP φ
200  0 .3 % 8 .1 7

J

K
L

M

N

3.208

3.208

3.310

3.338

3.368
3.484

3.514

3.514

3.538

3.532

※交差点部分
グリーンと外側線を
巻込み形状へ変更

L=4.33m
i=1.0%

L=4.33m
i=1.0%

0.51

0.51

4.90

4.89

L=4.50m

L=53.23m

4.
00

4.003.
00

3.00

3.
003.00

3.
00

3.00

転落防止標識
分離帯標識B型転落防止標識

分離帯標識B型

4.95

4 .95

4.95

4.95

4.95

管底4.38

管底4.37

第一種住居地
域

第一種住居地域
第一種中高層住居専用地域

第一種中高層
住居専用地域

0.23

0.46

0.40

4.89

5.27

266
田

264
田

269
田

246-1
宅地

246-2
雑種地

254
宅地

253-3
宅地

253-1
田

252-1
田

251-1
宅地

4.95
4.65

市道寄付用地①
1.31㎡

市道寄付用地②
6.32㎡

SKXφ40×φ25
PEPφ25
青銅製仕切弁φ25

PEPφ20

L=7. 62m

1 .90

1. 901.90

F 4.453

PE
10
0A

PE50A L=45.00m

PE50A L=14.00m

4.74

転落防止標識
分離帯標識B型

宅内下水最終桝T-2（PP350インバート）（取付管φ150VP 1%以上　合計延長17.94m）
（桝深さはH=900以下） 

丸亀市土器町西六丁目
247番、248番、249番

給水管について
・構造物、水路横断ヵ所は下越しとし、離隔を30㎝以上確保する
・φ40以上の管にはロケーティングワイヤー及び破損防止テープ（埋設表示シート）を施工すること
（ただし、横断埋設等はφ25以上の管）上水φ40未満の管には破損防止テープ（埋設表示シート）を施工すること
（各戸給水管を含む）
・埋設深度は土被り0.8m以上とし、管の上下10㎝砂巻き、それ以上はクラッシャーランで埋め戻すこと
・埋設表示シートは土被り0.3mとすること

土 地 の 所 在 土  地  利  用  計  画  図
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申　請　者

開 発 許 可
年   月   日

作 　成 　者
住所 ・ 氏名

印

令
和
　
　
 
　
年
 
　
　
　
月
　
 
　
　
日

1：250縮　　尺

1号マンホール インバート施工

仕切弁（φ40）

株
式
会
社
　
ロ
ー
タ
リ
ー
ハ
ウ
ス
・
ル
ー
ツ

代
表
取
締
役
　
増
元
竜
彦

量水器（宅地引込給水管PEPφ20、量水器BOXサドル付分水栓 合計延長21.54m）

高
松
市
上
福
岡
町
七
七
八
番
地
一

土
地
家
屋
調
査
士
　
藤
本
頼
弘

※水道、下水道、防火水槽の正確な位置は不明。工事前に試掘を行い確認する。
　下水本管数値は、下水台帳記載の内容である。工事前に現況確認を行うこと。

宅内雨水最終桝T-2（PP350泥だめ15cm以上確保）（取付管φ150VP 1%以上）
（桝深さはH=900以下）

・開発道路内で土被り60cm以下の箇所は管保護を行う。　　　　　・VS側溝とL型側溝の接合部は段差が無いように施工すること。　
・開発協議の対象は最終桝から放流先までとする。　　　　　　　・宅内排水管の勾配は1％以上とする。
・雨水を集水する桝には穴あき蓋を使用する。　　　　　　　　　・雨水桝は泥溜を15㎝以上確保すること。
・汚水桝はインバート処理を行うこと。　　　　　　　　　　　　・宅内排水管の土被りは20cm以上確保すること。
・管交差部のクリアランスを10㎝以上確保すること。　　　　　　・予定建物の用途は一戸建ての住宅である。
・街渠桝取付管径φ200、管種重圧管、勾配１％以上　　　　　　 ・マンホール内はインバート処理を行うこと。
・街渠桝の取付管は、街渠桝の角を通らないように施工すること。・街渠桝グレーチング、マンホール蓋の耐荷重　T-14
・本管上での取付間隔は1m以上とする。                        ・本菅と取付管は支管接合とする。
・電柱は開発道路内に設置しない。　　　　　　　　　　　　　　・PRPを埋め戻す場合は砕石を使用すること。
・マンホールでの削孔間隔（削り代）を10㎝以上確保すること。　・　開発区域境界折点


